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動画へ
GO

動画へ
GO

※ＨＰＶ
ヒトパピローマウイルス（Human papillomavirus）の
略。子宮頸がんなどの原因となるウイルス感染症のこと。

※ラーケーション
ラーニング（学習）とバケーション（休暇）を組み合わ
せた造語で、公立の小中学校と高校などで平日に年間3
日の休みが取れるという取り組み。保護者との校外学習
をするために設けられるもので、欠席扱いにはならない。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な
る
推
進
に
つ
い
て

問	

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
、
ま

た
、
社
会
参
加
や
生
き
が
い
づ
く
り
の
介
護
予
防
等
を
目
的
と

し
た
通
い
の
場
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答	

高
齢
化
率
が
市
内
で
最
も
進
ん
で
い
る
、
蔵
王
地
区
を
モ
デ
ル

地
区
と
し
て
住
民
主
体
に
よ
る
通
い
の
場
が
設
置
さ
れ
、
総
合

事
業
に
位
置
付
け
る
こ
と
で
、
要
支
援
者
等
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
継
続
し
て
活
動
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

問	

高
齢
者
の
地
域
に
お
け
る
移
動
を
支
え
る
仕
組
み
の
取
り
組
み
は
。

答	

地
域
公
共
交
通
会
議
や
福
祉
有
償
運
送
運
営
協
議
会
で
高
齢
者

等
の
現
状
を
共
有
し
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
把
握
や
地
域
に
お
け
る

移
動
を
支
え
る
仕
組
み
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
い
、
昨
年
度
か

ら
、
ぐ
る
り
ん
バ
ス
の
デ
マ
ン
ド
運
行
の
実
証
実
験
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
実
証
実
験
も
開

始
さ
れ
る
。

問 	 観光客を市内での宿泊や周遊につなげるための取
り組みは。

答 	 観光団体や観光事業者等と密に連携しながら、地
域資源を活用した体験プログラム等の磨き上げと
情報発信、観光人材の育成を推進し、田原市内の
豊富な観光資源をテーマやストーリーでつなぎ、
市内での宿泊や周遊につなげられるよう取り組ん
でいる。

問 	 広域観光の取り組みは。
答 	 県と市町村・観光団体等が連携した首都圏での観

光商談会や、愛知の公式観光サイト等での多言語
による情報発信を行っているほか、三河湾の観光
利用を目的とした商談会や旅行会社へのセールス
などを実施している。各地域に点在する観光資源
をつなぎ、エリアとしての魅力をさらに高めてい
くことが大切であると考え、広域観光への積極的
な参画に努めている。

問 	 観光人材育成の具体的な取り組みは。
答 	 市民提案企画の活用や、たはら巡り～なの体験プ

ログラム主催者の育成、観光事業者等と連携した
おもてなしガイド養成などにも取り組んでいる。
今年度は新たに情報発信勉強会を開催し、自ら情
報発信できる観光人材の育成を図っていく。

問 	 広域連携を生かしたインバウンド誘客の取り組み
は。

答 	 本年度は台湾およびタイの旅行会社を招き、本市
の魅力を体感してもらうほか、タイのインフルエ
ンサーによる情報発信事業にも取り組んでいく。

観光施策について

体験プログラム主催者の育成や情報発信勉強会を開催し、
観光人材の育成を図る

観光人材育成の具体的取り組みは
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認
知
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当
事
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安
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語
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い
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当
事
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声
を
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